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◆―新年は1月10日（火）より業務を開始します。

　

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
─
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
─
」

は
、
昨
年
4
月
か
ら
、
全
国
上
映
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　

戦
前
、
反
戦
、
自
由
、
平
等
、
民
主
主
義
を
求
め
、
治
安
維

持
法
に
よ
り
弾
圧
さ
れ
24
歳
の
若
さ
で
「
獄
死
」
し
た
伊
藤
千

代
子
の
生
涯
を
描
い
た
映
画
。
こ
れ
ま
で
女
性
の
活
動
家
に
光

を
あ
て
た
映
画
は
な
く
、
桂
荘
三
郎
監
督
は
、
原
作
者
の
藤
田

廣
登
氏
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
女
性
を
主
人
公
に
し
た
映

画
を
撮
り
た
い
と
語
っ
た
。 

　

千
代
子
は
、
長
野
県
諏
訪
で
生
ま
れ
、
諏
訪
高
女
に
共
に
進

学
し
た
平
林
た
い
子（
作
家
）が
「
表
の
人
」
と
呼
ば
れ
た
の
に

対
し
、地
味
で
目
立
た
な
い
千
代
子
は
「
影
の
人
」
と
呼
ば
れ
た
。

代
用
教
員
に
な
り
、
弁
当
も
な
い
貧
困
家
庭
の
子
に
自
ら
の
弁

当
を
分
け
な
が
ら
社
会
の
現
実
を
知
り
、
貧
困
や
弱
い
立
場
の

人
に
寄
り
添
っ
た
。
東
京
女
子
大
入
学
後
、
社
会
科
学
研
究
会

で
、
人
民
が
主
人
公
の
社
会
が
歴
史
の
必
然
と
学
び
、
社
会
変

革
の
運
動
に
身
を
捧
げ
た
。
影
の
人
で
あ
っ
た
千
代
子
は
こ
の

時
か
ら
明
る
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
「
表
の
人
」
と
な
っ
て
生
き

生
き
と
活
動
し
た
。
諏
訪
高
女
時
代
の
恩
師
で
歌
人
の
土
屋
文

明
は
、
後
に
「
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
つ　

た
ふ
れ
し
少
女
よ　

新
し

き
光
の
中
に
置
き
て
思
わ
む
」
と
歌
っ
た
。
東
京
女
子
大
安
井

て
つ
学
長
は
、
特
高
に
対
し
「
思
想
は
個
人
の
自
由
で
す
」
と

対
峙
し
た
。
後
輩
で
野
呂
榮
太
郎
と
結
婚
す
る
塩
澤
冨
美
子
等
、

短
い
生
涯
だ
が
、
千
代
子
は
優
し
く
誠
実
で
「
芯
」
の
あ
る
人

間
性
ゆ
え
に
、
支
え
て
く
れ
る
人
々
に
恵
ま
れ
た
。
獄
中
で
夫

の
変
節
を
知
っ
た
が
、志
を
ま
げ
る
こ
と
は
な
く「
獄
死
」し
た
。 

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
映
画
を
通
じ
、
戦
争
が
い
か
に
悲
惨
で
残
酷
で
未
来
を
奪

う
も
の
か
真
実
を
知
り
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た

め
に
、
平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
に
命
を
か
け
て
闘
い
抜
い
た

千
代
子
の
志
と
生
き
ざ
ま
を
大
き
な
「
道
し
る
べ
」
と
し
、
千

代
子
に
応
え
、
歩
み
続
け
る
年
と
し
た
い
。

　

二
〇
二
三
年　

元
旦

�

弁
護
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高
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子
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たかさき・渡部法律事務所

事務局一言
　一人が育児休業で育児専
念中。二人の新人事務局が
奮闘してくれています。
　終息の見えないコロナウイルス感染、ロシアのウクライナ侵
略による戦争の長期化、「聞く耳」が持論の岸田首相の「聞か
ない耳」への正体暴露、等々世界や社会が混とんとしている
なか、政治や社会問題に異議ありの声をあげることない無関心
層が増加していることが危惧されてならない。そのつけはいず
れ自分に降りかかってくることを肝に銘じて奮闘していきたい。

　「相続」について、2023年4月1日から、相続開始
時から10年経過後は、法定相続分又は指定相続分

（遺言によって指定された遺産の相続分）を分割の
基準とし、具体的相続分（亡くなるまで介護した
など個別事情を考慮した相続分）を分割の基準と
しないことが原則的な取扱いになります。
　遺産分割がされないまま長期間経過し、再度の
相続が生じたり、相続に関する証拠等が散逸した
りすることで遺産分割がより困難になり、特に不動
産の管理・処分を行う者が不明である状況が続く
こととなります。今回の改正は、そのような状況に
ついて、解消することを目的としております。
　この改正により、施行日前に被相続人が死亡し
た場合についても改正法が適用されますが、経過
措置により相続開始時から10年経過時又は改正法
施行時から5年経過時のいずれか遅い時まで遺産
分割請求がされた場合には、具体的相続分による
分割が可能です。
　なお、相続人全員が合意した場合であれば、10
年経過後でも具体的相続分による分割も可能です。
　このように、今年4月1日から長期間、遺産分割
していない場合の原則的な取扱いが変わりますの
で、経過前や経過後のいずれであっても、お気軽
にご相談ください。

霧氷の小清水

その日のうちに相談を希望される方に、平日午後
7時まで、ご相談に応じます。

即日相談が好評です

相談受付
電話番号 011-261-7738

（平日午前9時15分から午後5時まで）
コロナ対策のため当面午前9時30分から午後4時45分まで

FAX（011-261-7718）は24時間受付
HP：http://www.law-takasaki.com/

土曜日、日曜日、祝日も、ご相談に
応じます。休日相談

初回相談に限り、相談料は1時間まで無
料としております。2回目以降の相談に
ついては、1時間5,500円（税込）です。

初回無料
相　　談

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編集
後記

昨年は 1 年間大変お世話になりました。
2023 年もよろしくお願いします。� （遠藤）

　民法の改正により、令和4年4月1日から、成年
年齢が18歳に引き下げられ、18歳と19歳は、こ
れまで親の同意が必要であった契約の締結を親
の同意が無くとも行えるようになりました。
　これにより18歳と19歳はより自由に社会生活
を送れるようになりましたが、同時に未成年者
であることを理由に契約を取り消すことができ
なくなり、契約トラブルに巻き込まれるリスク
が高くなりました。社会経験が乏しく判断力が
未熟な若年者は、悪徳業者から狙われやすく、
消費者被害に遭遇しやすい傾向にあります。特
に最近はSNSの普及によりインタネット広告に
アクセスして、契約内容をきちんと把握しない
まま契約を結んでしまい、トラブルになる事例
が多く見受けられます。
　18歳になったら、一度結んだ契約は原則とし
て取り消すことができないということを十分に
理解して、消費者被害に遭わないようにくれぐ
れもご注意ください。

若年者の契約トラブルに
ご注意ください！

� 弁護士　遠藤　正大

「相続」の規定が改正されます。
� 弁護士　西山　　雄
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ストーブ訴訟判決、司法はかくも冷たくなるものか	 弁護士　高崎　　暢

　昨年11月30日、壊れたストーブの買い替え費用を
臨時支給しないのは憲法25条に反すると訴えた裁判
で、札幌地裁は、「買い替え費用は毎月の生活保護費
でまかなうべきだ」として原告の請求を棄却した。「生
活保護を受けていない家庭でも、買い替えのために
家計をやりくりしている」「実際にストーブを購入し
ている」という理由である。
　毎月の保護費で賄える額は支給されていない、ク
レジットやボーナスを利用できる家庭とは比較でき
ない、ストーブ購入のために真冬の3か月間を2週間

分の灯油の生活を強いられた事実などは無視された。
　生活保護利用者の生活実態を直視せよと訴えたが、
本人尋問すら拒否した、冷血な、行政追従の作文（判
決）であった。
　判決後、「人は本来、助け合って生きる社会的な生
き物だと思う。弱いものがより弱くなり死んでいくの
は、獣の集団と変わらない」と
語った原告の言葉が突き刺さる。
　署名活動に感謝し、高裁での
支援をお願いする。

高
崎
　
　
暢

弁
護
士

　

タ
ガ
の
外
れ
た
国
の
安
全
保
障
。
政
府

は
「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
の
保
有
を
認
め

た
。
相
手
国
の
攻
撃
着
手
の
判
断
を
誤
れ

ば
、
憲
法
上
禁
止
さ
れ
、
国
際
法
違
反
の

先
制
攻
撃
と
な
る
。
集
団
的
自
衛
権
行
使

で
は
先
制
攻
撃
そ
の
も
の
。

　

戦
後
、
政
府
も
認
め
て
き
た
専
守
防
衛

か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
し
ま
う
。
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
も
大
日
本
国
帝
国
も
「
自
衛
」
の

名
で
先
制
攻
撃
に
走
り
、
そ
し
て
滅
び
た
。

　

軍
事
費
も
5
年
間
43
兆
円
の
規
模
に
な

り
、
負
担
は
「
国
民
の
責
任
」
と
明
言
。

再
び
、「
血
を
流
せ
、
金
も
出
せ
」
と
い

う
時
代
に
な
る
の
か
。
暗
澹
た
る
気
持
ち

に
な
る
。

　

国
の
進
路
に
か
か
わ
る
重
大
な
転
換

に
、
危
機
感
を
煽
る
だ
け
で
、
国
民
的
議

論
も
な
い
。
安
保
法
制
の
制
定
状
況
と
同

じ
く
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
る
も
の
。

　

憲
法
9
条
の
骨
抜
き
を
や
め
さ
せ
よ

う
。
日
本
の
安
全
を
損
な
う
自
滅
の
道
を

止
め
よ
う
。

　

憲
法
を
守
り
抜
い
た
と
、
後
年
評
価
さ

れ
る
一
年
に
し
た
い
。

高
崎
　
裕
子

弁
護
士

　

美
瑛
町
「
拓
真
館
」
で
写
真
家
前
田

真
三
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
年
展
が
開
か

れ
、
昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
。
拓

真
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
た
め
家
族

で
移
住
し
た
孫
で
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
・
写
真
家
の
前
田
景
さ
ん
と
お
会

い
し
、
20
年
以
上
前
に
前
田
さ
ん
と
対

談
さ
せ
て
頂
い
た
時
の
思
い
出
話
が
弾

ん
だ
。
商
社
マ
ン
の
前
田
さ
ん
は
、
事

前
相
談
も
な
く
一
片
の
辞
令
で
転
勤
を

命
じ
ら
れ
た
の
を
機
に
退
社
。
45
歳
で

写
真
家
と
し
て
人
生
を
再
出
発
。
風
景

で
１
番
大
事
な
の
は
明
る
さ
、
し
ゃ
れ

た
感
じ
と
強
調
。
当
時
、
写
真
家
は
自

分
の
描
い
た
景
色
を
じ
っ
と
待
つ
の
が

主
流
。
し
か
し
、
前
田
さ
ん
は
「
出
た

と
こ
勝
負
」。
自
然
は
ど
ん
ど
ん
素
材
を

提
供
し
て
く
れ
る
。
受
け
止
め
る
心
と

攻
め
る
こ
と
。
目
と
心
が
大
事
と
言
わ

れ
た
。
そ
し
て
、
経
済
優
先
で
疲
れ
た

人
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
た
い
と
。
笑

顔
の
暖
か
い
前
田
さ
ん
が
お
孫
さ
ん
の

手
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
拓
真
館
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

渡
部
　
敏
広

弁
護
士

　

昨
年
は
、
愛
知
県
に
新
し
く
で
き
た

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
耳
を
す
ま
せ
ば
」
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の

か
ら
く
り
時
計
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

の
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
や
ネ
コ
バ
ス
、

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
の
ロ
ボ
ッ
ト
兵

な
ど
、
大
好
き
な
ジ
ブ
リ
の
世
界
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

ジ
ブ
リ
フ
ァ
ン
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
夢
の
国
で
し
た
。
そ
の
中

で
、「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
が
小
人
の
サ
イ
ズ

に
な
っ
た
ら
、
を
体
感
で
き
る
エ
リ
ア

が
あ
り
、
普
段
何
気
な
く
目
に
し
て
い

る
も
の
が
、
小
人
に
と
っ
て
は
迫
力
が

あ
っ
た
り
美
し
か
っ
た
り
怖
か
っ
た
り

と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
て
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。
物
事
を
検
討
す
る

と
き
に
、
異
な
る
視
点
に
立
っ
て
具
体

的
に
考
え
る
想
像
力
の
大
切
さ
を
学
べ

た
気
が
し
ま
す
。

遠
藤
　
正
大

弁
護
士

　

昨
年
で
弁
護
士
登
録
し
て
3
年
が
経
ち

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
弁
護
士
に
な
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
が
始
ま
り
、
私
の
弁
護
士
生
活
は

常
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
に
あ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

当
初
、
感
染
防
止
の
た
め
、
行
動
制
限

や
イ
ベ
ン
ト
自
粛
が
強
く
求
め
ら
れ
、
私

生
活
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
多
く

の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
個
人
的
に
も
、

昨
年
は
、
久
々
に
札
幌
大
通
の
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
に
行
っ
た
り
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

仕
事
の
面
に
お
い
て
も
、
3
年
間
の
う

ち
に
知
識
や
経
験
が
徐
々
に
増
え
て
、
弁

護
士
1
年
目
の
頃
よ
り
も
取
り
組
め
る
仕

事
の
幅
が
広
が
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
石
の
上
に
も
三
年
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
何
事
も
辛
抱
強
く
続
け
て
い

れ
ば
、
い
ず
れ
好
転
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

西
山
　
　
雄

弁
護
士

　

早
く
も
弁
護
士
登
録
か
ら
2
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

1
年
目
、
2
年
目
と
も
に
目
の
前
の
や
る

こ
と
に
追
わ
れ
な
が
ら
だ
っ
た
の
で
、あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
「
弁
護
士
」
と
い
う
仕
事
に

も
慣
れ
て
く
る
頃
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
「
慣
れ
」
に
よ
っ
て
失
敗
を
し
な
い

よ
う
、
気
を
付
け
な
が
ら
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

3
月
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
だ
け
の
人
生
で
は
な
く
な
る
の
で
、

よ
り
一
層
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
結
婚
式
も
控
え
て
い
る
の
で
、

身
体
も
で
き
る
だ
け
絞
っ
て
、
良
い
写
真

を
残
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
色
々

な
数
値
も
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

健
康
に
も
気
を
付
け
る
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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ストーブ訴訟判決、司法はかくも冷たくなるものか	 弁護士　高崎　　暢

　昨年11月30日、壊れたストーブの買い替え費用を
臨時支給しないのは憲法25条に反すると訴えた裁判
で、札幌地裁は、「買い替え費用は毎月の生活保護費
でまかなうべきだ」として原告の請求を棄却した。「生
活保護を受けていない家庭でも、買い替えのために
家計をやりくりしている」「実際にストーブを購入し
ている」という理由である。
　毎月の保護費で賄える額は支給されていない、ク
レジットやボーナスを利用できる家庭とは比較でき
ない、ストーブ購入のために真冬の3か月間を2週間

分の灯油の生活を強いられた事実などは無視された。
　生活保護利用者の生活実態を直視せよと訴えたが、
本人尋問すら拒否した、冷血な、行政追従の作文（判
決）であった。
　判決後、「人は本来、助け合って生きる社会的な生
き物だと思う。弱いものがより弱くなり死んでいくの
は、獣の集団と変わらない」と
語った原告の言葉が突き刺さる。
　署名活動に感謝し、高裁での
支援をお願いする。

高
崎
　
　
暢

弁
護
士

　

タ
ガ
の
外
れ
た
国
の
安
全
保
障
。
政
府

は
「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
の
保
有
を
認
め

た
。
相
手
国
の
攻
撃
着
手
の
判
断
を
誤
れ

ば
、
憲
法
上
禁
止
さ
れ
、
国
際
法
違
反
の

先
制
攻
撃
と
な
る
。
集
団
的
自
衛
権
行
使

で
は
先
制
攻
撃
そ
の
も
の
。

　

戦
後
、
政
府
も
認
め
て
き
た
専
守
防
衛

か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
し
ま
う
。
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
も
大
日
本
国
帝
国
も
「
自
衛
」
の

名
で
先
制
攻
撃
に
走
り
、
そ
し
て
滅
び
た
。

　

軍
事
費
も
5
年
間
43
兆
円
の
規
模
に
な

り
、
負
担
は
「
国
民
の
責
任
」
と
明
言
。

再
び
、「
血
を
流
せ
、
金
も
出
せ
」
と
い

う
時
代
に
な
る
の
か
。
暗
澹
た
る
気
持
ち

に
な
る
。

　

国
の
進
路
に
か
か
わ
る
重
大
な
転
換

に
、
危
機
感
を
煽
る
だ
け
で
、
国
民
的
議

論
も
な
い
。
安
保
法
制
の
制
定
状
況
と
同

じ
く
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
る
も
の
。

　

憲
法
9
条
の
骨
抜
き
を
や
め
さ
せ
よ

う
。
日
本
の
安
全
を
損
な
う
自
滅
の
道
を

止
め
よ
う
。

　

憲
法
を
守
り
抜
い
た
と
、
後
年
評
価
さ

れ
る
一
年
に
し
た
い
。

高
崎
　
裕
子

弁
護
士

　

美
瑛
町
「
拓
真
館
」
で
写
真
家
前
田

真
三
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
年
展
が
開
か

れ
、
昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
。
拓

真
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
た
め
家
族

で
移
住
し
た
孫
で
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
・
写
真
家
の
前
田
景
さ
ん
と
お
会

い
し
、
20
年
以
上
前
に
前
田
さ
ん
と
対

談
さ
せ
て
頂
い
た
時
の
思
い
出
話
が
弾

ん
だ
。
商
社
マ
ン
の
前
田
さ
ん
は
、
事

前
相
談
も
な
く
一
片
の
辞
令
で
転
勤
を

命
じ
ら
れ
た
の
を
機
に
退
社
。
45
歳
で

写
真
家
と
し
て
人
生
を
再
出
発
。
風
景

で
１
番
大
事
な
の
は
明
る
さ
、
し
ゃ
れ

た
感
じ
と
強
調
。
当
時
、
写
真
家
は
自

分
の
描
い
た
景
色
を
じ
っ
と
待
つ
の
が

主
流
。
し
か
し
、
前
田
さ
ん
は
「
出
た

と
こ
勝
負
」。
自
然
は
ど
ん
ど
ん
素
材
を

提
供
し
て
く
れ
る
。
受
け
止
め
る
心
と

攻
め
る
こ
と
。
目
と
心
が
大
事
と
言
わ

れ
た
。
そ
し
て
、
経
済
優
先
で
疲
れ
た

人
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
た
い
と
。
笑

顔
の
暖
か
い
前
田
さ
ん
が
お
孫
さ
ん
の

手
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
拓
真
館
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

渡
部
　
敏
広

弁
護
士

　

昨
年
は
、
愛
知
県
に
新
し
く
で
き
た

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
耳
を
す
ま
せ
ば
」
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の

か
ら
く
り
時
計
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

の
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
や
ネ
コ
バ
ス
、

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
の
ロ
ボ
ッ
ト
兵

な
ど
、
大
好
き
な
ジ
ブ
リ
の
世
界
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

ジ
ブ
リ
フ
ァ
ン
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
夢
の
国
で
し
た
。
そ
の
中

で
、「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
が
小
人
の
サ
イ
ズ

に
な
っ
た
ら
、
を
体
感
で
き
る
エ
リ
ア

が
あ
り
、
普
段
何
気
な
く
目
に
し
て
い

る
も
の
が
、
小
人
に
と
っ
て
は
迫
力
が

あ
っ
た
り
美
し
か
っ
た
り
怖
か
っ
た
り

と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
て
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。
物
事
を
検
討
す
る

と
き
に
、
異
な
る
視
点
に
立
っ
て
具
体

的
に
考
え
る
想
像
力
の
大
切
さ
を
学
べ

た
気
が
し
ま
す
。

遠
藤
　
正
大

弁
護
士

　

昨
年
で
弁
護
士
登
録
し
て
3
年
が
経
ち

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
弁
護
士
に
な
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
が
始
ま
り
、
私
の
弁
護
士
生
活
は

常
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
に
あ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

当
初
、
感
染
防
止
の
た
め
、
行
動
制
限

や
イ
ベ
ン
ト
自
粛
が
強
く
求
め
ら
れ
、
私

生
活
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
多
く

の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
個
人
的
に
も
、

昨
年
は
、
久
々
に
札
幌
大
通
の
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
に
行
っ
た
り
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

仕
事
の
面
に
お
い
て
も
、
3
年
間
の
う

ち
に
知
識
や
経
験
が
徐
々
に
増
え
て
、
弁

護
士
1
年
目
の
頃
よ
り
も
取
り
組
め
る
仕

事
の
幅
が
広
が
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
石
の
上
に
も
三
年
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
何
事
も
辛
抱
強
く
続
け
て
い

れ
ば
、
い
ず
れ
好
転
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

西
山
　
　
雄

弁
護
士

　

早
く
も
弁
護
士
登
録
か
ら
2
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

1
年
目
、
2
年
目
と
も
に
目
の
前
の
や
る

こ
と
に
追
わ
れ
な
が
ら
だ
っ
た
の
で
、あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
「
弁
護
士
」
と
い
う
仕
事
に

も
慣
れ
て
く
る
頃
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
「
慣
れ
」
に
よ
っ
て
失
敗
を
し
な
い

よ
う
、
気
を
付
け
な
が
ら
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

3
月
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
だ
け
の
人
生
で
は
な
く
な
る
の
で
、

よ
り
一
層
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
結
婚
式
も
控
え
て
い
る
の
で
、

身
体
も
で
き
る
だ
け
絞
っ
て
、
良
い
写
真

を
残
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
色
々

な
数
値
も
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

健
康
に
も
気
を
付
け
る
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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◆―新年は1月10日（火）より業務を開始します。

　

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
─
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
─
」

は
、
昨
年
4
月
か
ら
、
全
国
上
映
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　

戦
前
、
反
戦
、
自
由
、
平
等
、
民
主
主
義
を
求
め
、
治
安
維

持
法
に
よ
り
弾
圧
さ
れ
24
歳
の
若
さ
で
「
獄
死
」
し
た
伊
藤
千

代
子
の
生
涯
を
描
い
た
映
画
。
こ
れ
ま
で
女
性
の
活
動
家
に
光

を
あ
て
た
映
画
は
な
く
、
桂
荘
三
郎
監
督
は
、
原
作
者
の
藤
田

廣
登
氏
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
女
性
を
主
人
公
に
し
た
映

画
を
撮
り
た
い
と
語
っ
た
。 

　

千
代
子
は
、
長
野
県
諏
訪
で
生
ま
れ
、
諏
訪
高
女
に
共
に
進

学
し
た
平
林
た
い
子（
作
家
）が
「
表
の
人
」
と
呼
ば
れ
た
の
に

対
し
、地
味
で
目
立
た
な
い
千
代
子
は
「
影
の
人
」
と
呼
ば
れ
た
。

代
用
教
員
に
な
り
、
弁
当
も
な
い
貧
困
家
庭
の
子
に
自
ら
の
弁

当
を
分
け
な
が
ら
社
会
の
現
実
を
知
り
、
貧
困
や
弱
い
立
場
の

人
に
寄
り
添
っ
た
。
東
京
女
子
大
入
学
後
、
社
会
科
学
研
究
会

で
、
人
民
が
主
人
公
の
社
会
が
歴
史
の
必
然
と
学
び
、
社
会
変

革
の
運
動
に
身
を
捧
げ
た
。
影
の
人
で
あ
っ
た
千
代
子
は
こ
の

時
か
ら
明
る
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
「
表
の
人
」
と
な
っ
て
生
き

生
き
と
活
動
し
た
。
諏
訪
高
女
時
代
の
恩
師
で
歌
人
の
土
屋
文

明
は
、
後
に
「
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
つ　

た
ふ
れ
し
少
女
よ　

新
し

き
光
の
中
に
置
き
て
思
わ
む
」
と
歌
っ
た
。
東
京
女
子
大
安
井

て
つ
学
長
は
、
特
高
に
対
し
「
思
想
は
個
人
の
自
由
で
す
」
と

対
峙
し
た
。
後
輩
で
野
呂
榮
太
郎
と
結
婚
す
る
塩
澤
冨
美
子
等
、

短
い
生
涯
だ
が
、
千
代
子
は
優
し
く
誠
実
で
「
芯
」
の
あ
る
人

間
性
ゆ
え
に
、
支
え
て
く
れ
る
人
々
に
恵
ま
れ
た
。
獄
中
で
夫

の
変
節
を
知
っ
た
が
、志
を
ま
げ
る
こ
と
は
な
く「
獄
死
」し
た
。 

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
映
画
を
通
じ
、
戦
争
が
い
か
に
悲
惨
で
残
酷
で
未
来
を
奪

う
も
の
か
真
実
を
知
り
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た

め
に
、
平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
に
命
を
か
け
て
闘
い
抜
い
た

千
代
子
の
志
と
生
き
ざ
ま
を
大
き
な
「
道
し
る
べ
」
と
し
、
千

代
子
に
応
え
、
歩
み
続
け
る
年
と
し
た
い
。

　

二
〇
二
三
年　

元
旦

�

弁
護
士　

高
崎　

裕
子
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たかさき・渡部法律事務所

事務局一言
　一人が育児休業で育児専
念中。二人の新人事務局が
奮闘してくれています。
　終息の見えないコロナウイルス感染、ロシアのウクライナ侵
略による戦争の長期化、「聞く耳」が持論の岸田首相の「聞か
ない耳」への正体暴露、等々世界や社会が混とんとしている
なか、政治や社会問題に異議ありの声をあげることない無関心
層が増加していることが危惧されてならない。そのつけはいず
れ自分に降りかかってくることを肝に銘じて奮闘していきたい。

　「相続」について、2023年4月1日から、相続開始
時から10年経過後は、法定相続分又は指定相続分

（遺言によって指定された遺産の相続分）を分割の
基準とし、具体的相続分（亡くなるまで介護した
など個別事情を考慮した相続分）を分割の基準と
しないことが原則的な取扱いになります。
　遺産分割がされないまま長期間経過し、再度の
相続が生じたり、相続に関する証拠等が散逸した
りすることで遺産分割がより困難になり、特に不動
産の管理・処分を行う者が不明である状況が続く
こととなります。今回の改正は、そのような状況に
ついて、解消することを目的としております。
　この改正により、施行日前に被相続人が死亡し
た場合についても改正法が適用されますが、経過
措置により相続開始時から10年経過時又は改正法
施行時から5年経過時のいずれか遅い時まで遺産
分割請求がされた場合には、具体的相続分による
分割が可能です。
　なお、相続人全員が合意した場合であれば、10
年経過後でも具体的相続分による分割も可能です。
　このように、今年4月1日から長期間、遺産分割
していない場合の原則的な取扱いが変わりますの
で、経過前や経過後のいずれであっても、お気軽
にご相談ください。

霧氷の小清水

その日のうちに相談を希望される方に、平日午後
7時まで、ご相談に応じます。

即日相談が好評です

相談受付
電話番号 011-261-7738

（平日午前9時15分から午後5時まで）
コロナ対策のため当面午前9時30分から午後4時45分まで

FAX（011-261-7718）は24時間受付
HP：http://www.law-takasaki.com/

土曜日、日曜日、祝日も、ご相談に
応じます。休日相談

初回相談に限り、相談料は1時間まで無
料としております。2回目以降の相談に
ついては、1時間5,500円（税込）です。

初回無料
相　　談

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編集
後記

昨年は 1 年間大変お世話になりました。
2023 年もよろしくお願いします。� （遠藤）

　民法の改正により、令和4年4月1日から、成年
年齢が18歳に引き下げられ、18歳と19歳は、こ
れまで親の同意が必要であった契約の締結を親
の同意が無くとも行えるようになりました。
　これにより18歳と19歳はより自由に社会生活
を送れるようになりましたが、同時に未成年者
であることを理由に契約を取り消すことができ
なくなり、契約トラブルに巻き込まれるリスク
が高くなりました。社会経験が乏しく判断力が
未熟な若年者は、悪徳業者から狙われやすく、
消費者被害に遭遇しやすい傾向にあります。特
に最近はSNSの普及によりインタネット広告に
アクセスして、契約内容をきちんと把握しない
まま契約を結んでしまい、トラブルになる事例
が多く見受けられます。
　18歳になったら、一度結んだ契約は原則とし
て取り消すことができないということを十分に
理解して、消費者被害に遭わないようにくれぐ
れもご注意ください。

若年者の契約トラブルに
ご注意ください！

� 弁護士　遠藤　正大

「相続」の規定が改正されます。
� 弁護士　西山　　雄


